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Stable water isotope ratios (δD and δ18O) in ice cores have long been used as proxies for past temperature. A second-order 
parameter d-excess, defined as d-excess = δD – 8δ18O 1), mostly depends on the sea surface temperature and relative humidity 
in the water vapor source region. Therefore, d-excess has been used to deduce a water vapor source and to understand climate 
change in the water vapor source region 2). 
  With the improvement of water isotope analyzers, the ability to measure δ17O in water with high precision provided another 
second- order parameter: 17O-excess = ln (δ17O+1) - 0.528 × ln (δ18O+1) 3). Previous studies reported that 17O-excess in polar 
snow is mainly controlled by the relative humidity in the water vapor source region, therefore expected as a new proxy of past 
climate change. In this study, firstly, we developed analysis methods of δ17O and 17O-excess using a laser spectroscopy 
instrument. We then analyzed δ17O and 17O-excess in surface snow collected along the 1000 km long traverse route from the 
coastal (Syowa station) to the inland Dome Fuji station. 
 
１．はじめに 
	
 アイスコアに含まれる水安定同位体比 (δDおよび δ18O) は過去の気温の指標として用いられ、δDおよび δ18Oの
両者から以下 (1) 式を用いて算出される d-excess 1) は水蒸気起源の海面水温や相対湿度に依存することから水蒸気

起源の推定や水蒸気起源域の気候変化の推定に用いられている 2)。近年の分析装置の高度化に伴いこれまで直接的

な測定が不可能であった質量数 17 と 16 の酸素の安定同位体比である δ17O の分析が技術的に可能となり、δ17O
および δ18O の両者から以下 (2) 式を用いて算出される 17O-excess 3) が新たな古環境の指標として期待されている。

近年の研究により、極域の積雪中の 17O-excess は水蒸気起源の相対湿度に強く依存する事が示唆されてきており 4)、

従来用いられてきた d-excess と 17O-excess の 2 つのパラメーターの統合解析によりアイスコアデータから得られる
水蒸気起源域の過去の気候環境変化に関する情報の高精度化がはかれる事が期待される。しかしながら δ17O の測
定に必要な国際標準試料が存在しないことや分析の困難さから、δ17O および 17O-excess に関する研究報告は少な
く、その動態に関してはほとんど理解されていない。南極ドームふじで掘削された氷床アイスコアデータの解釈

への応用を見据えて、東南極域での 17O-excess の空間的変動の定量的理解を前進させる必要がある。そこで本研究
では、δ17O の測定手法を確立し、その手法を用いて東南極沿岸部から内陸部にかけてのトラバースルート上で採
取された表面積雪試料の測定を行い、東南極積雪中における δ17Oおよび 17O-excessの空間的変動を考察した。 
 
 
 
 
２．分析方法 
	
 分析には、PICARRO 社製の波長スキャンキャビティリングダウン分光
法 (WS-CRDS 方式) による同位体比分析装置を用いた。WS-CRDS 方式
は、水試料を導入した分光器内にレーザーを通過させ、水試料による光

強度の減衰を測定することで水同位体比を分析する方法である。積雪試

料の測定に先立ち、コペンハーゲン大学とワシントン大学の協力の元、

国際標準試料 VSMOW および SLAP を用いて装置のキャリブレーション
およびワーキングスタンダードの調整を行った。 

 



 

 

３．試料概要	
  
	
 表面積雪試料は東南極のドローニングモードランド東部に位置する白瀬氷河流域の内陸ルートとよばれる、南

極沿岸域 (S16 地点) から内陸域のドームふじ基地にかけての約 1000 km の間で、10km 間隔で採取された。当日
はそれらの表面積雪試料の分析結果を発表する予定である(図 2) 5). 
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